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会  議  録 

会 議 名 第３０期小金井市公民館運営審議会第２回審議会 

事 務 局 公民館 

開 催 日 時 平成２１年１０月２３日（金）午後１時３０分から午後３時 

開 催 場 所 公民館本館 学習室Ａ・Ｂ 

出 席 委 員 
神田委員 小島委員 山田委員 熊谷委員 神島委員 佐々木

委員 大橋委員 藤井委員 

欠 席 委 員 道城委員 佐野委員 

事 務 局 員 
大関公民館長 渡辺事業係長兼社会教育主事 山﨑庶務係長 

鈴木主査 松本主査 長堀主査 若藤主査 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数 ０人 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

会 議 次 第 

１ 報告事項 

 ⑴ 東京都公民館研究大会企画委員会について 

 ⑵ 第２０期小金井市公民館企画実行委員の追加委嘱について 

 ⑶ （仮称）貫井北町地域センターについて 

 ⑷ 公民館事業の報告について 

 ⑸ その他 

  ア 三者懇談会について 

  イ 三者合同研修について 

  ウ 都公連課題別研修について 

 

２ 審議事項 

 ⑴ 公民館事業の計画について 

 ⑵ その他 

  ア 来年度の基本方針、重点施策について 

 

３ 配付資料 

 ⑴ 公民館事業の報告 

 ⑵ 公民館事業の計画 

 ⑶ 第３０期小金井市公民館運営審議会委員連絡先一覧 

 ⑷ 第２０期小金井市公民館企画実行委員追加者名簿 

 ⑸ 平成２１年度小金井市公民館三者合同研修会のテーマにつ

いて 

 ⑹ トリターマ第５，６号 
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 ⑺ 月刊こうみんかん№３７８ 

 ⑻ 第３０期公民館運営審議会第１回会議録 

 ⑼ 小金井市公民館基本方針 

 ⑽ 三者懇談会の開催について 

 ⑾ （仮称）貫井北町地域センター建設に伴う事業計画及び 

   スケジュール 

 ⑿ 都公連 2009 課題別研修チラシ 
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会  議  結  果 

大 橋 委 員 長       それでは、第３０期小金井市公民館運営審議会の第２回の審議会を開催

したいと思います。本日は１時半ということで、いつもより早いわけです

けど、よろしくお願いします。それで、第１回目で申しましたように、こ

れまでの審議会は、もう決まったこととか、もうやったこと、あるいは計

画でもう決まったことを主にやって、それの追認的なことが多かったので

すけども、それではあまり意味がないと。それで、小金井市では企画実行

委員というのがしっかりやっておりまして、講座とか、そういう内容につ

いては、むしろそちらでやっておりますので、できるだけ運営そのものに

ついて、この場で議論していきたいと思います。本日は、第２回目という

ことで、とりあえずは皆様方の公民館に対する思いとか、こんなことをや

ってみたいとか、そういったことをまず自由にお話しいただけたらと思い

ます。よろしくお願いします。 

 それでは、報告事項からお願いします。 

大 関 館 長       それでは、報告事項に入る前に、配付資料のご確認をお願いいたします。

まず、事前に配付させていただきました資料として、公民館事業の報告、

公民館事業の計画、第３０期小金井市公民館運営審議会委員連絡先一覧、

第２０期小金井市公民館企画実行委員追加者名簿、平成２１年度小金井市

公民館三者合同研修会のテーマについて、トリターマ第５号、第６号、月

刊こうみんかん１０月号でございます。また、本日配付しております資料

として、第３０期公民館運営審議会第１回会議録、小金井市公民館基本方

針、三者懇談会の開催についての通知文書、（仮称）貫井北町地域センタ

ー建設に伴う事業計画及びスケジュール、どうなる？どうする公民館のチ

ラシの以上でございます。配付資料は以上でございますけども、ございま

すでしょうか。その他としまして、小金井市民コーラスのつどいをすすめ

る会というサークルの事務局から、公運審の方へご案内してほしい旨の依

頼がございましたので、皆さんのところに、このようなものを置かせてい

ただいております。お時間がありましたら、ご参加いただければと思いま

す。 

 以上でございます。 

 

１ 報告事項 

 ⑴ 東京都公民館研究大会企画委員会について 

大 橋 委 員 長       それでは、報告事項の１番目の東京都公民館研究大会企画委員会につい

て、ご報告をお願いいたします。 

渡辺事業係長 １０月１６日に１０月の研究大会の企画委員会を行いました。各地から

役員の方に３８名ということでお集まりいただきました。前回も報告しま

したように、５つの課題別集会の内容が、ほぼ確定いたしました。１６日

の企画委員会では、当日の運営のあり方とか、細かな役割分担等の話があ

りました。事務局のほうから、会場について５つお示ししてある中で、そ

れをそれぞれの課題別にどういうふうに割り当てるのかというお話をさ

せていただきました。ただ、まだ各所から集約して参加者をまだ提出して
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いただいてないので、参加者の人数が把握できなかったので、次回に、そ

れぞれの課題別集会はどこでやるかというお話をさせていただくことに

なりました。考え方としては、第１課題別の場合ですと本館がお手伝いし

ていますし、第２の課題別の場合は本町分館がお手伝いしていますので、

それぞれの館でやっているところはそこが一番便利かなというお話と、あ

と、３つの課題別については、参加人数を見ながら定員で割り振らせてい

ただきますがいかがでしょうかという提案をし、了解していただいたの

で、そういう方向で、次回、この会場になりましたというお話はできるか

と思います。 

 以上です。 

大 橋 委 員 長       どうもありがとうございました。公民館研究大会のパンフレットができ

ていますよね。皆さん、今日、もしお持ちでしたら、ごらんになったこと

がありますでしょうか。 

渡辺事業係長 そうですね。できていますので。で、これからの参加のことなんですけ

れども、各種ともに、例年、途中で新しく委員になられる方はどういうふ

うな形で参加しましょうかということなんですけれども、基本的な考え方

は、どこかの課題別集会の企画委員に参加したいという方がありました

ら、お声をかけていただいて、それも可能ですと。ただ、実際は、４月か

らずっと集会を積み重ねてきているので、本来ならば、ほんとは４月から

参加していただくということなので、なかなか参加しづらいなということ

があります。今年については、大会当日だけ参加していただいて、公民館

研究大会というのはどういうものなのかというのを体験していただいて、

来年からという方法もございます。もしどうしても、いや、それだけじゃ

なくて企画のほうに参加したいという方がいらっしゃいましたら、お声を

かけていただければ、それぞれの課題別の企画委員の方にお話しして、途

中からでも、例えば記録とか、記録集をつくるなんていうときにお手伝い

していただければというような、役割を持ちながらの参加というのも可能

な場合もございますので、そういう場合がありましたら、お声をかけてい

ただければと思います。 

大 橋 委 員 長       そうですね、当日の委員のメンバーだけでは足りないという感じもする

わけですよね。ほかから応援も来ますけども、できましたら、そういうこ

とにも参加していただければと思います。皆さんは、参加申し込み、され

ていますでしょうか、公民館研究大会ですね。できるだけ参加していただ

ければと思います。何かご質問はございますか。 

大 関 館 長       先ほど、ちょっと１点言い忘れたことがございまして、漏れてございま

す。前回の第１回の会議録の承認につきまして、今回、事前にお配りでき

ませんでしたので、今、この場で承認いただくということは、ちょっと難

しいのかなと思っております。お手数ですが、ご自宅にて見ていただきま

して、訂正箇所があった場合は、申しわけございませんが、１０月２９日

までにご連絡をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

大 橋 委 員 長       このＰＤＦファイルは、まだホームページには出てないわけですか。 
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大 関 館 長       ３１日にアップする予定でおりますので、２９日まで、お願いいたしま

す。 

大 橋 委 員 長       その点に関してなんですけど、私は、この印刷はもう送らないでくれと

言っているんですけど。ＰＤＦファイルを山﨑さんから送っていただい

て、それをパソコンに保管しています。その方が整理が出来ていいんです。

印刷物は、大変なんですよ、どこへ行ったかわからなくなったりして。皆

さんの中でも、その方がよろしければ、経費もかかるし手間もかかるとい

うことで印刷物を減らしていきたいと思うんです。 

小 島 委 員       よろしいでしょうか。 

大 橋 委 員 長       はい。 

小 島 委 員       私は、実際にこういったペーパーで見たほうが非常に処理がしやすく

て、赤入れするにしても、それから、それを報告するにせよ、ペーパーの

ほうがとてもいいんですね。それで、実際にデータで入ってきちゃいます

と、プリントアウトをしなければならないわけでして、どっちみち、私は

家でプリントアウトをして見るという形になってしまいます。 

大 橋 委 員 長       人さまざまで、私はプリントアウトしないんですね。 

小 島 委 員       それで見られる方はいいんですが、頭の構造かもしれませんけど、どう

もプリントアウトしたい。 

大 橋 委 員 長       それはそれで自由希望で、そういうふうに。 

大 関 館 長 もちろん、この委員さんの中にもパソコンをご利用なさっていない方も

いらっしゃるので、基本は紙で、中にＰＤＦで送ってもらえればいいとい

う方がいらっしゃれば、申し出ていただければ、そのようにさせていただ

きますので。 

大 橋 委 員 長       そのようにしていただきたいと思います。なるべく印刷はしない方向

で。 

神 島 委 員       よろしいですか、関連する意見なんですが。 

大 橋 委 員 長       はい。 

神 島 委 員       一言一句、いわゆる言葉っていうのは、いわゆる言葉なんですよね、こ

の雰囲気で言いますので。多少、ニュアンスが前後したりいたしますよね。

その辺については事務局のほうでご訂正いただきながら、いわゆるその人

の骨子、いわゆる意見がわかるような会議でおまとめいただくほうが、今、

大橋先生がおっしゃったように、むだはないですよね。だから、簡潔に、

要を得たまとめ方を私はお願いしたいと思いますが、皆さん、いかがでし

ょう。小島さんも、それならわかりますよね。そのようにおまとめいただ

けますでしょうか。そうすれば諸経費も減りますし、手間暇も省けると思

いますので、両方を網羅してよろしいかと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

 ⑵ 第２０期小金井市公民館企画実行委員の追加委嘱について 

大 橋 委 員 長       それでは２番目の第２０期小金井市公民館企画実行委員の追加委嘱に

ついてということで、報告をお願いします。 

渡辺事業係長 お配りした資料の中に、企画実行委員の追加者名簿をつけさせていただ
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きました。９月１日号の市報で公募いたしまして、緑分館の企画実行委員

さん２名と本館の実行委員さん１名ということで、３名の方に立候補して

いただきました。９月１０日に説明会をいたしまして、９月１８日に調整

会議をして、結果は、吉田晃治さんが本館の企画実行委員、それから、定

塚邦彦さんと持永由知子さんが緑分館の企画実行委員になっていただけ

るということになりました。３名の方とも既に公民館活動はいろいろなさ

っている方で、特に緑分館で活動されている方が多かったものですから、

ご希望のほうも緑分館が多かったんですけど、調整していただきまして、

こういう形になりました。１０月の教育委員会で同意を得ましたので、委

嘱状の伝達という形になりましたので、よろしくお願いいたします。 

大 橋 委 員 長       ただいまの件について、これでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

 

 ⑶ （仮称）貫井北町地域センターについて 

大 橋 委 員 長       それでは３番目の（仮称）貫井北町地域センターについて、お願いしま

す。 

大 関 館 長       それでは、貫井北町地域センターについて、ご報告いたします。（仮称）

貫井北町地域センター建設につきましては、過日、市の方針が固まりまし

たので、建設に伴う事業計画の概要及びスケジュールについて、簡単にご

説明させていただきます。 

 まず、事業計画の概要ですが、お配りしている資料を見ていただきたい

んですけども、延べ床面積は２,０００平米を予定しておりまして、収容施

設につきましては、公民館部分を５００平米、図書館部分を６００平米、

青少年施設、中高生の居場所等５０平米の複合施設を考えております。 

 次に、今後のスケジュールにつきましては、今年度中に庁内検討委員会

を設置しまして、また、平成２２年度上半期から市民検討委員会を設置し、

市民参加による基本設計に着手しまして、平成２４年度の上半期までに実

施設計を終了したいと考えております。建設工事につきましては、平成２

４年度の下半期から着工しまして、約１年間かけて建設しまして、開設準

備を経て、計画では平成２６年４月から開館したいと考えております。な

お、これはあくまでも事業計画段階でございまして、まだ具体的なことは

何も決まっておりませんので、お答えができないんですが、一応、来週の

２７日の火曜日に、第１回目の庁内検討委員会を行う予定となっておりま

す。この中で、今後、方向性等を協議していくことになりますので、進捗

状況等につきましては、随時またこういった場所でお伝えしたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。また、先ほども話しましたが、来年

度上半期から市民検討委員会を立ち上げる予定となっておりまして、この

中で、おそらく公運審の中から１名の方を推薦していただいて、市民検討

委員に加わっていただくようなことになると思いますので、その際は、ぜ

ひご協力をいただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

大 橋 委 員 長       ご質問ございませんか。 
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山 田 委 員 市民検討委員会、先ほど来年度と言われたんですけども、２４年になっ

ているんですけど、これは。 

大 関 館 長 基本設計は２２年度の予定ですが。 

山 田 委 員 ああ、上のほうですね。何か下にも検討委員会があって。実施設計が２

４年なのですね。 

大 関 館 長 はい。 

山 田 委 員 わかりました。 

小 島 委 員       すいません、よろしいでしょうか。 

大 橋 委 員 長       はい。 

小 島 委 員       ちょっと突っ込んだ質問で恐縮なんですけれども、貫井北のほうに子ど

も支援センターがございますよね。それで、今度は貫井北町のほうに、こ

ういったセンターができますよね。私、東地区に住んでいるものですから、

いつも東地区が忘れられているっていう印象を持っているんですけど、い

ろいろな事情から、ここの土地っていうか、活用ができるってことになっ

たんでしょうけれども、東地区にこういうものをつくるっていう考えは最

初からなかったんでしょうか。貫井北町、貫井南町とか、西側のほうにな

ってしまいますよね。東地区がとてもそういうものが少ないものですか

ら。 

大 橋 委 員 長       東は東センターがあるんですけど。 

小 島 委 員       ありますけど、よく利用させていただいていますけど。 

大 橋 委 員 長       ないといえば、私の住んでいる前原町は何もないということがあるんで

すよね、広いわりには何もないと。 

大 関 館 長 今、公民館部分ではなくて、あくまで支援センターのお話ですか。 

小 島 委 員       いえ、そうじゃなくて、公民館も、これ、貫井北町ですよね。 

大 関 館 長 はい。現在、東センター、緑センター、貫井南センターがございますが、

四分割に分けると貫井北のほうだけ、要はそういったセンターがなかった

ものですから、これはもう何十年という先から議会のほうでも出ておりま

して、ぜひ建てるべきであるというお話がありました。ここでようやく、

１０年ぐらいかけて土地も買収できましたので、今回、市の方針で、２６

年４月を開館をめどに行っても構わないという決定がおりたので、今後、

つくっていくという状況になっています。 

大 橋 委 員 長       公運審としても、これ、非常に重要なことだと思いますので、検討委員

にここからお一人出るということですけども、この中でも話し合いとか議

論をしていったらいいと思います。よろしくお願いします。まだ、あんま

り細かいことはわかってないようなので。 

大 関 館 長 そうですね、細かいことがわかり次第、随時、こういった場所でお伝え

していきたいと思います。 

大 橋 委 員 長       よろしくお願いします。 

 

 ⑷ 公民館事業の報告について 

大 橋 委 員 長       それでは、４番目の公民館事業の報告について、お願いします。この配

付されている資料があります。この中で、公民館のことでこれだけは言っ
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ておきたいということがありましたら、よろしくお願いします。それから、

ご質問をお願いしたいと思います。 

 特になければ、このまま、ご報告ということですので、よろしいかと思

います。 

佐々木副委員長 「子育てってすばらしい」というのは、定員２０人に応募１３人になっ

ているんですが、定員に満たなかったということだと思うのですが、どう

いう事情が、いろいろあったと思うんですけど、もともと定員が多かった

とか、その辺はどうですかね。 

松 本 主 査       もともと定員は２０名ということで、最初、企画の段階では、先生との

話の中で、１０名ぐらいがちょうど話しやすいんではないかという話があ

ったのですが、一応、１０名ではちょっと講座としてはと思って２０名と

したところ、やはり、多少、応募が少なかったというところでございます。

理由については、ちょっと今のところわからないです。 

佐々木副委員長 例えばほかのものはポスター、チラシとかは入っているけど、ここはな

いんですけど、そういうことは。 

松 本 主 査       ここにはありませんが、ポスター、チラシ等を配付しております。 

佐々木副委員長 してあるのですね。 

松 本 主 査       はい。 

佐々木副委員長 あ、そうですか。広報が足りなくて少なかったということではないとい

うことですね。 

松 本 主 査       はい。 

大 橋 委 員 長       ほかにございますか。藤井さんはいかがですか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

 

⑸  その他 

   ア 三者懇談会について 

大 橋 委 員 長       それでは、５番目のその他、お願いします。 

山﨑庶務係長 三者懇談会のご通知が来ていますので、お配りしてあります。前回ご説

明させていただいたときには、年度内２回を想定していたのですが、その

後事情が変わりまして、今年度は１回のみ、日程も１１月１６日に開催さ

れることになりましたので、ご了解願います。今年度の定例会の１回分を

懇談会に充当するという提案もあったのですけれども、今年度につきまし

ては、例年どおり、定例会とは別枠で１回のみ実施という形になりました。

現時点で、この日程、時間帯でご都合がつく方がいらっしゃいましたら、

掌握させていただきたいのですが。 

大 橋 委 員 長       これは社会教育関係の３つの委員ですね、社会教育委員と図書館協議会

委員と公民館運営審議会委員の三者の交流ということで、今までは予算化

しないで自由参加ということで、公民館運営審議会としては、毎回、四、

五人ぐらい出ておりました。自由にお話しするという会合でした。それで、

もっと三者のネットワークをちゃんとして、お互いの交流を盛んにしたら

いいのではないかということで、今年から２回やろうかということになり

ました。公民館運営審議会は今まで１０回やっていたんですけども、その
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１回分をこれに当てると。それでもう１回は今までどおりの、要するに無

償の会議、１回は参加した場合に経費が払われるという会議ですね。今年

度の懇談会は１１月１６日ということになったわけですね。 

山﨑庶務係長 定例会の１回分を充当するのは来年度になりましたので、今年度は例年

どおり、定例会とは別枠で１回のみの開催となりました。 

大 橋 委 員 長       実質的には昨年と同じということですね。来年から年２回ということ

で、１回は経費からお金が出る、１回は出ないという会議になりました。

ただ、会合の内容は継続してやっていくということでございます。皆様、

できるだけ、ご参加いただきたいと思います。ほかの委員と話をする機会

はめったにございませんので、大変いい機会だと思います。よろしくお願

いします。 

山﨑庶務係長 今の時点でご参加が可能な方はいらっしゃいますか。 

大 橋 委 員 長       １６日の１０時から。 

神 島 委 員       ここで出席としておけば、連絡はよろしいですか。 

山﨑庶務係長 はい。 

大 橋 委 員 長       それから、今まで会議録とかいうのをとっていなかったんですけど、も

う少し実のある会議にしたいということで、これから、それもとろうとい

うことになったと思います。どうですか。１６日の午前中ですね。 

山 田 委 員 後で返事します。 

大 橋 委 員 長       後で。山﨑さん、今、どなたとどなたですか。 

山﨑庶務係長 大橋委員と小島委員と神島委員と藤井委員です。 

佐々木副委員長 私はその日は仕事が入っておりますので。 

大 橋 委 員 長       その他、ございませんか。 

 

  イ 三者合同研修について 

渡辺事業係長 先日お話ししました三者合同研修の件ですが、この三者は公運審委員と

企画実行委員と職員なんですけれども、年１回やっています。候補を４つ

まとめさせていただきまして、多いものを実施するという方向で進めます

というお話をしていたんですけど、今、皆さんからアンケートをいただき

ました。企画実行委員さん３０名と公運審の皆様１０名、合わせて４０名

の中の３７名に回答していただきました。 

 結果は、１番が１７名、２番が２名、３番が９名、４番が９名というこ

とで、圧倒的に１番が多かったということで、テーマは、建築家から見た

公共空間の創造ということで検討していきたいと思います。それで、これ

については、結果こうなりましたというご報告だけではなくて、逐次、こ

こまで進んでいますというお話をして、ご意見をお聞きしながら進めてい

きたいと思いますので、また大いに、いろいろ教えてください。 

大 橋 委 員 長       日程のほうが決まっていないんですか。 

渡辺事業係長 日程は決まっております。２月２日なんですけれども、また正式には後

日お話ししたいと思います。 

大 橋 委 員 長       アンケートで１番目が一番多かった、圧倒的に多かったということだと

思うんですけど、貫井北町地域センターの建設に向かっておりますので、
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ちょうどいい機会だと思うんですよね、どういう建物がいいとかね。 

小 島 委 員       そうですね、すごくリンクしますよね。 

大 橋 委 員 長       今まで、毎回、合同研修会に公民館運営審議会の出席が非常に悪いんで

すね。ですから、ちょうどテーマもこれからにふさわしいテーマですので、

ぜひ参加していただきたいと思います。参加については、また後で。 

渡辺事業係長 ええ、まだ先ですので、また改めて。 

大 橋 委 員 長       そのほか、ございますか、報告事項。 

 

  ウ 都公連 2009 課題別研修について 

山﨑庶務係長 お配りしてあるもので、「東京都公民館連絡協議会 2009 課題別研修」 

というチラシがございます。これは年間スケジュールとしてこちらでご説

明している委員の方対象の定例的な研修とはまた別の職員研修です。内容

的には公運審委員の方にもご参加いただけるテーマですので、よろしけれ

ばということでご案内が来ています。担当は、東分館の長堀主査からご説

明させていただきます。よろしいですか。 

長 堀 主 査       はい。都公連（東京都公民館連絡協議会）は１６市町(町は八丈島のみ)

が加盟している東京（三多摩）の公民館の集まりです。その中で研修を行

っていまして、これはそのうちの１つの課題別研修になります。全４回で

すが、既に２回は終わっていまして、後半の２回分について黒く囲ってあ

る部分、３回目と４回目が今回ご案内してる分です。１１月の３回目は、

ロビーの機能について考え直そうという主旨です。講師は東京農工大学の

朝岡教授です。１２月の４回目は、公民館をめぐる新しい動きについて学

ぶ内容で、講師は日本体育大学の上田教授です。これは１回目の続編とな

ります。いずれも会場は国分寺市の本多公民館になります。時間は午後２

時から５時までです。１回目、２回目の参加状況なんですが、２０人から

２５人前後の参加、約半数が公運審委員です。３回目、４回目もそれぞれ

２０人ぐらいの参加の予定で、やはり、約半数は公運審委員となっていま

す。ぜひご参加ください。 

都公連では小金井市が今年度の事務局となり１２月１３日に公民館研

究大会を開催しますが、その研究大会と今申し上げたような研修、この２

つが車の両輪という形で都公連の主要な活動になっています。 

大 橋 委 員 長       この参加についてはどう。 

山﨑庶務係長 出張の経費の振り込みがございますので、ご希望の方はお申し出いただ

ければと思います。 

大 橋 委 員 長       前回、何かとりましたよね、これではなかったですか。 

山﨑庶務係長 前回は１１月８日の都公連の委員部会の運営委員会の研修分の出欠を

とらせていただきました。 

大 橋 委 員 長       これはいつまでに申し込みをすれば。 

長 堀 主 査       当日来られても受け入れますが、当日来られた場合には、名簿に名前が

ないということになります。それでも、別に受講はできます。 

神 島 委 員       私、隣ですから。近いので、お勉強させていただきに参ります。 

大 橋 委 員 長       ぜひお願いします。 
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 ほかにございませんか。 

 ないようでしたら、次の審議事項に移りたいと思います。 

 

２ 審議事項 

 ⑴ 公民館事業の計画について 

大 橋 委 員 長       まず、１番目の公民館事業の計画について。 

大 関 館 長       公民館事業の計画については、大橋委員長のほうから冒頭ご説明があり

ましたが、今後の取り扱いについて、委員長のほうで諮っていただきたい

と思いますが、公民館サイドとしては、先日、全体で協議を行いまして、

公運審の方には事前にお配りしておりますので、一通り見ていただきまし

て、公民館事業の報告と同様な扱いで、何かわからないことなどありまし

たら聞いていただいて、それにお答えするといった形をとらせていただけ

ればと考えています。 

大 橋 委 員 長       今までは、こういう計画についてもきちんとお話していただきまして、 

ほとんど報告と連絡事項と計画とで終了時間が来ちゃう。ということで、

細かいことはお話ししていただかなくても結構です、ということをお伝え

してあるんですけど、皆様方、いかがでしょうか。ここではまだ決まって

ないことをやっていった方が良いと思いますので、今までのような計画は

一応出していただいて、何か質問したいことがあったら、この場ですると

いうことでいかがでしょうか。 

山 田 委 員 この計画っていうのは、各公民館でどうやって決められているんです

か。決め方について、案をどうやっているんですかね。 

大 橋 委 員 長       それではお願いします。 

渡辺事業係長 実は、大きな方針は同じ方針でやっておりますけれども、実際の運用は、

各館でかなり独自性を持たせて、工夫しながらやっております。一般的に

いいますと、１つは準備会を持ちまして広報しまして、一般の市民の方に

参加していただいて、一般の市民の方を交えてやるという方法がありま

す。その場合に、テーマを決めてやらせていただく場合と、講座そのもの

の趣旨だけ説明して、参加者でつくっていただく２つのことをやっており

ます。あわせて、企画実行委員の皆さんに入っていただいて、一般の市民

の方ですと、自分はこれをやりたいっていうように一方的におっしゃる

方々もいらっしゃるので、社会教育の考え方はこうだとか、皆さんが言っ

たことをまとめていただいて方向性を出していただくとか、そういうのを

お手伝いいただきながら、一般の市民の方、企画実行委員の方、それから

職員と三者でつくっていくっていうのが一般的な形でございます。それを

踏まえた上で、各館でかなり、地域の伝統とか独自性を持たせながらやっ

ているというのが実情です。 

佐々木副委員長 これは区分が成人学級とか、市民講座とか、国際交流イベントとかって

分かれているんですけど、これの違いによって、企画のプロセスが違うと

いうこともあるんですか。 

渡辺事業係長 そうですね。１つ１つの講座に枠組みをつくったときのコンセプト、目

的というのがありますので、それを職員が先に説明させていただきまし
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て、その線に沿ってということですが、常連という言い方も変なんです

けれども、毎年参加していただいている方ばかりのときには、そういっ

た説明はしないで、あうんの呼吸でいう場合もありますけれども、基本

的には、講座によって、その性格と目的、コンセプトが１つずつ異なり

ますので、まず、そういうことを説明させていただいて、そこからスタ

ートをします。 

大 橋 委 員 長       ただいまの成人学校とか、成人大学とか、そういうくくりがありますけ

ども、果たして、こういうのでいいのかと。随分昔のをそのままやってお

りまして、１つは、こういうつくりをしておかないと補助金が取りにくい

というようなことをお聞きしました。で、現在、補助金が出ていないんで

すよね。小泉改革ということで行政改革がありまして、それ以降、補助金

というのが出ておりませんので、あんまり、成人学校とか、成人大学とか、

いろいろ、このくくりが、意味がないというか、これでいいのかと。ほか

の公民館は、あまり、こういった分類分けはしていないんですよね。です

から、公運審でも、この点についても議論していただきたいと思います。

例えば、無理やりつけているところもあるんですね。男女共同参画という

ことについて、全く関係のないのを入れて、それで理屈づけをして、後で

理屈づけをしているんですけど、むしろそういうことよりも、もう理屈づ

けしなくても済むように、このくくりがいいのかどうかということも議論

していただきたいと思います。 

 もう一つは、こういうくくりでやっていますと、新しいことがなかなか

入りにくいということがあるんですよね、こういう、きちっと決まっちゃ

っていると。そういうことがありますので、この点についても、今後の公

運審で議論していきたいと思います。 

小 島 委 員       ありますよね、そういうことってね。 

大 橋 委 員 長       もっと自由に決められるというふうにしたほうがいいんではないかと

思いますけど、それは皆さんで議論していただければと思います。 

 そのほか、ご質問ございますか。個々の問題ではなくて、今みたいな基

本的なことでも結構です。何かございますか。 

 ないようですので、その他にいきたいと思います。 

 

⑵ その他 

  ア 来年度の基本方針、重点施策について 

大 橋 委 員 長       それでは、来年度以降のことについて議論していきたいと思います。来

年度の基本方針、来年度は重点的にこういうのをやったらいいのではない

かそういったことを議論していきたいと思います。本日は初めてですの

で、皆様の公民館に対する思いとか、こういうのをやったらいいんじゃな

いかとか、そういうお話をいただきたいと思います。それを基にして議論

を深めていきたいと思います。 

それから、本日は、小金井市公民館基本方針を配付させていただきまし

た。皆さん、もう読んだと思いますけれども、これは２年間にわたって議

論した集大成です。たったこれだけのことで２年間やったということを言
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われると困るのですが、これまでするのに、大変だったんです。この基本

方針に沿って各年度ごとのもう少し細かい重点項目、来年度はこういうこ

とに重点を置いたらいいんではないかを公運審で提案していきたいと思

います。 

       それでは自由にご意見をいただきたいと思いますけど、藤井さんから。 

藤井さんは企画実行委員を長くやられておりましたので、いろいろ思いが

あると思います。お話ししてください。   

藤 井 委 員       最初に、別に系統立ったものの考え方じゃないんですけども、今、公民

館事業の計画という項目の中で若干議論が出ましたので、この辺から、経

験の中でちょっと話ができればと思うんですが、先ほど、要は市民講座だ

とか成人学校、それから成人大学と、こういうタイトルというのか、くく

りという言葉と中身をもうちょっと議論したらどうかという内容が出て

いました。確かに、そういう時期かなとも思うんですが、経験的に、これ

をやり出すと、かなり早い時期にやって、少なくとも１年ぐらい前にやっ

て、こう決まりましたという形で、各公民館の企画実行委員の方々に説明

するなり、もう一度議論するなりでやっていかないと、なかなか前へ進ま

ないと思うんですね。 

 といいますのは、現実に各公民館、５分館の中で、既に来年度の市民講

座なり、成人学校なり、成人大学なりの大まかな考え方から、どういう内

容をやろうかということは、多分、１１、１２、来年の１月、２月ぐらい

で議論されてるんで、もしやるんだったら、かなり早い時期に決めるなり、

それから議論するなりをやっていかないと、実際のスケジュールには難し

いかなと私は思いました。 

 ただ、先ほどの発言の中で、市民講座、成人学校という言葉がかなり前

の言葉なんでというのがあったんですが、そのかなり前の言葉という意味

がちょっと私にもわかりかねるんで、これを変えるということは、私は直

感的には、なかなか難しいというふうな気がしたんです。それとやっぱり、

各公民館事業のこういう計画というのは、基本的には各館の企画実行委員

の方々のアイデアなり、討議なり、そういうものがかなり詰まってますん

で、基本的には、これはこれで、よっぽど小金井市の公民館の路線という

のか、先ほどの基本方針から外れてなければ、９割近くはこれでやってい

ったほうが、実際に、実施日だとか、時間帯だとか、講師の方々だとか、

対象をどうしようとか、定員、先ほど先生から定員の問題が出たんですけ

ども、これをやってる方々のミーティングの中身というものを尊重してい

ったほうが、僕自身はいいようには思うんです。 

大 橋 委 員 長       質問なんですけど、成人学校とか、こう、ありますよね。例えば、予算

化するときに、来年度は成人学校は何十万とか、何講座だとか、そういう

決め方をしているんですか。 

藤 井 委 員       そうですね。 

大 橋 委 員 長       だから、それがいいのかどうかですね。 

藤 井 委 員       だから、成人学校というものがいいかどうかというのは、ちょっと僕自

身もその理解ができてないんで、成人学校という言葉がアウトなのか、市
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民講座という言葉がなのかですね。 

大 橋 委 員 長       言葉より、こういう枠組みを先に予算化してということがいいのかどう

かね。成人学校とか、それ自身が随分昔の時代離れした言葉だと思うんで

すけども。 

藤 井 委 員       市民講座、成人学校が。 

大 橋 委 員 長       市民講座とか成人学校とかいうのは結構、そういう枠組みを最初から決

めて、後で中身を決めていく。 

藤 井 委 員       それはわかりますけどね、とりあえずこうしておかないと、多分、各公

民館のほうで、来年の予算をつくるわけですよね。そのときに、成人学校

という言葉をやめてしまって、新しく成人学校にかわる言葉を持ってきて

も、予算をつけるのは、多分、       ことやってるんですよ。 

大 橋 委 員 長       いや、前例はなくはないんで、ほかの公民館はこういうことをやってい

ないと思うんですよ、ほかの市もね。だから、むしろ、こういう内容をや

りましょうと、具体的には、もっとどのぐらいとかね、内容を先に決めて、

中身を先に決めちゃうというのはどうも。 

藤 井 委 員       内容を決めるとは。成人学校と。 

大 橋 委 員 長       来年はこういう内容のことをやりましょうとか。講座だけじゃなくても

いいと思うんです。シンポジウムとか講演会だっていいと思うんです。成 

人学校が幾ら、成人大学が幾らというより、来年は、例えば今、環境問題 

がいろいろあります。それから、子育て支援をどうするかとか、いろいろ 

な問題があります。地域の課題とか、地域を越えた課題もあります。こう 

いうのをやりましょうということを決めて、それを生かしてという方が。 

藤 井 委 員       僕の経験で言うならば、今の委員長に近い決め方だと思うんですよ。こ

ういうことをやりたいと、環境問題をやりたいという議論があって、最終

的に、これは成人学校という枠の中に入れていこうよと。 

大 橋 委 員 長       その枠がね。枠にとらわれず、例えば環境ということで出せば良いと思

うんですね。 

藤 井 委 員       そうすると、さっき言った予算の問題が多分絡んでくると思いますよ。

例えば、成人学校に対する予算と、それから市民講座に対する予算と、そ

れから成人大学、これに対してのですね。 

大 橋 委 員 長       その枠を取っ払ってしまったって予算化はできるわけですよね。 

藤 井 委 員       いや、取っ払ったら、多分、やりにくいでしょう、皆さん方。逆に言え

ば。 

大 橋 委 員 長       いや、やりにくいというより、できますよ、それはね。 

藤 井 委 員       いや、できるんなら、ここの場で皆さん方がオーケーだよと言ってもら

ったらいいけど、多分、僕はできないと思うよ、これ。 

大 橋 委 員 長       講座でこのぐらいの予算だとか、これはこういう予算とか、こういうふ

うにできると思うんですよ。 

佐々木副委員長 趣旨を変えて予算要求しているんですね。市民講座には市民講座なりの

性格があって、それに応じて、これだけのお金が欲しいと。成人学校には

それだけの趣旨があって、それによってと。 

大 橋 委 員 長       その中身がなくて、とるというのがおかしいんですよ、と思いますよ。 
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佐々木副委員長 私も例えば学生さんが入っている、対象になっていて成人、成人という

と、学生さんは除かれちゃうかなみたいな。それからあと、時間帯からい

って、多分もうリタイアされた方しか参加できないような講座になってい

るなとか、やはりちょっと。 

大 橋 委 員 長       そういうのは、例えば成年学級というのもありますし、それから、対象

だって、別に、若い人から年とった人も一緒になってやるというのもたく

さんあると思うんですよね。 

藤 井 委 員       確かに委員長の言わんとしてることは、僕はある程度理解できるんです

けども、もしやれば、別に僕は公民館の職員の肩を持つわけじゃないんだ

けども、かなり理論武装してかないと、そういうものに向かって、前年度

並みの予算を確定させるのは、私もサラリーマンやっていましたもので、

至難の業と思うんです、どうしてもこれはね。それが、まあ、いいよと、

名前書いてできるよと委員長さんが自信持っておっしゃるんなら、今の対

話はできるかと思うんですが。 

大 橋 委 員 長       だから、予算出すんだったら、例えば講座で何百万円とか、そういう枠

は予算化するとき、あると思うんですよ、講座としての枠はね。 

藤 井 委 員       そうなってないですよね。 現実には、その区別、されてませんよね。

例えば、各館でやっていることが、僕、嫌いなんだけども、老人学校いう

のか、高齢者学級というのがあるんですよね。あれ、多分、１０回から１

５回ぐらいで年間やられてるんですけども、その中では講師料というもの

を出せる回数が決まってるわけですよね。そうすると、多分、１５回開催

やれば、１５回講師料出したら、完全にパンクしちゃうわけですよ。そう

いう中で、じゃあ、１５回分開催したいという企画実行委員なりの考え方

が出てきた場合、そしたら、無料でそういうものに参加して講演してくだ

さる方を探すとか、そういうようなこともやってるわけです。彼らは。 

大 橋 委 員 長       それは企画の段階での話ですね。 

藤 井 委 員       いやいや、費用の問題で。 

大 橋 委 員 長       私も講座をやっていますけど、そういうやりくりで、講師料なしとか、

そういうのはあります。 

藤 井 委 員       そうですね。 

大 橋 委 員 長       それは細かいことだから、ここで議論することではないと思います。 

藤 井 委 員       ただ、そういうのも、やっぱり、片方で予算であるものに関しては、僕、

一番最初に申し上げたんですけども、かなり前から、今年から来年に話し

合いやっても、早くて平成２４年度ぐらいかの実施になると思うんですよ

ね。だから、基本的にはかなり前からやっていってあげないと、実勢とし

ては追いつきにくいと思うんですよ。 

大 橋 委 員 長       だから、予算の枠組みに関してはいつまでもこういう枠組みにとらわれ

ていていいのかということがありますよね。そろそろ考えなおしてもいい

のではないかというのがあると思います。来年もあるし、その先のことも

ありますから。 

山 田 委 員 質問なんですけれども、今おっしゃった市民講座とか、成人学校とか、

成人大学、成年学級とか老人何とかとありましたよね。そういうのはどこ
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かで定義されているんですが、そういう分類というものが何か決まってる

ものなんですか。 

大 橋 委 員 長       ちょっとわかりませんが。 

渡辺事業係長 最初に講座を立ち上げるときに起案文書というのをつくっておりまし

て、そのときに、どういう趣旨で、どういう目的でということは文章化さ

せていただいています。そういう意味ではございます。当然ながら、その

ときに、基本構想なり、教育委員会の重点施策があり、今ですと公民館の

基本方針があるということですので、その全体的な枠組みの中で、この部

分を担当するんだという位置づけがあります。今、委員長から再三にわた

って指摘されているのは、それが決まったのが随分昔の時期であって、成

人学校というのは確かに１９５０年代です。それは４０年代の戦後復興と

いうときに、これは小金井だけではなくて、こういう枠組みというのは、

ほかの地域も含めて、成人学校の定義というのはさんざん語られたことで

すので、確かにそのとき語られた戦後の復興を背景にした職業教育である

とか、生活課題に支援するとか、そういったことというのは、現在想定さ

れているのとかなり違います。その後、都市型公民館という流れの中で、

市民講座があっていいのではないかとか、高等教育との連携という枠組み

の中で成人大学があったほうがいいのではないかというような形で、時代

を追いながら、明確なコンセプトをつくって講座を立ててきたというのは

あります。ただ、ご指摘の成人学校については、確かに、時代としては、

かなり昔につくられたというのはあります。 

 もう一つの問題としましては、じゃ、予算をとるときというお話が出た

んですけど、確かに、講座の予算、これだけくださいという形の議論はし

ておりません。当然ながら、そのときにも基本構想なり、教育委員会の重

点目標があり、やはり基本方針があるという中で、その中でこれを、こう

いう趣旨の講座でありますということで予算をとっていますので、それを

取っ払って、何でもいいからこれだけちょうだいというので、財政的に理

解が得られるかどうかというのはわからないですね。それは市民の利用者

の皆さんに説明しなきゃいけないし、市民の代表である議会の方も説得し

て理解をいただくということなので、その枠を取っ払って、理解が得られ

るのかはわかりませんので。 

大 橋 委 員 長       取っ払うということじゃなくて、例えばさっき言いましたように、今、

環境問題とか、地球温暖化対策とか、そういうのが盛んになっていますよ

ね。だから、例えばの話なんですけど、そういう講座をやると。そういう

中身で、それはちょっと名前をつけてもいいと思うんですよ。そういう予

算枠の取り方で。 

渡辺事業係長 新しい基本方針ができたので、それに見合った内容としては、こういう

講座ですよというお話ですね。 

大 橋 委 員 長       少子高齢化ということがやはり問題になってくるので、その中で一番の

問題は、子育て世代が公民館に出てこられないこと。そういうことに関し

て、こういう予算でこういう講座をやります、出てきやすいことをやりま

すということで予算をつけられるわけですよね。 
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渡辺事業係長 そういうトータルな枠組みの中で、新しいこういう枠組みをつくりまし

たということであれば、当然、可能だと思います。ただ、その場合は、藤

井委員がおっしゃったような、来年からすぐにという形はちょっと厳し

い。何年か、大きなお話があるので。 

大 橋 委 員 長       だから、公運審でそういう、来年と言わず、その次の先の話ですけど、

議論してみたらいいかなと思います。 

小 島 委 員       ちょっと関連したことで、私の発想を述べさせていただきたいと思って

いますけれども、例えば成人学校という、いわばショルダータイトルがつ

いちゃいますと、どうしても来る人が定まってしまうということが参加す

る側からはいえると思うんですね。私、小金井市公民館基本方針に決して

沿っていないとは思わないんですが、私は町を面ではなくて点と点の集ま

りとして考える、つまり、老若男女とも関係をデザインしていくというよ

うなことが公民館の役割ではないかと思っているんですよ。当然、成人何

とかにも老人何とかにも若い世代が出たり、それから、小さな子がいる世

代が出て、託児なんかもしっかりしてもらいたいと思うんですが、どこか

の資料にありました町が丸ごと公民館という考え方が、広域の勉強会で出

たようですけど、私、丸ごと公民館というの、とっても気に入っておりま

して、そういう意味で、視点のとらえ方として、面ではなくて、何とかグ

ループとかじゃなくて、点と点の集大成っていうような立体的な見方をし

ていくのが、とてもいいのではないかと思います。だから、予算絡みとか

何とかで、例えば成人学校とかっていう言葉が必要ならば、しばらくは使

わなきゃいけないでしょうけれども、実際に市民に広報活動をしていくと

きに、それは取っ払っていいものなのかどうかっていうところも、ささい

なことのようで問題になるんではないかなと思っているんですが、いかが

でしょうか。 

藤 井 委 員       それはそれでできるんじゃないですかね。別に、成人大学だからこれを

しようというのは決まってるわけじゃないわけですよね。各実行委員がい

ろんな議論をして、じゃあ、これを、言葉は悪いけども、たまたま成人大

学、成人学校の枠の中に入れようというやり方だってできるわけでしょう

けども、委員長がおっしゃるのには、市民講座だとか、成人学校、成人大

学という言葉は日常の中であんまり使わないので、名前を変えたらどうな

んですかというふうなご意見だと思うんですよ。 

大 橋 委 員 長       もっと自由にですね。 

藤 井 委 員       それはね、ええ。 

大 橋 委 員 長       だから例えば、ここに「滝めぐり」ってありますよね。これだって成人

学校じゃなくて、もうちょっとおもしろい名前をつけて。 

小 島 委 員       わかるような気がします。 

大 橋 委 員 長       つけたらいいと思うんですよね。健康何とかとか、あるいはもうちょっ

と適切な、もっと魅力的な講座名にしたほうがね。そういうことができる

と思うんですよ。 

佐々木副委員長 名称の問題というよりも、公民館としてどういうふうな事業を今後拡大

していくのかとか、どっちに重点を置いていくのかということが問われて
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いると思うんですよね。例えば、裁判員制度の事業名がありますよね。こ

れから市民として、みんな学んでいかなきゃならないことですよね。こう

いったことは、やっぱり、ほかの領域にもあって、この部分はもっと拡充

していかなきゃならない。そのために、この夕方の時間設定して、時間を

設定されていると思うんですよね、みんなが参加できる時間帯というふう

な。こういった講座は、市民としての資質を養成するためにはやっぱり必

要なんだということで、こういうたぐいのジャンルを設けて、これを当面

重視していくとか、拡充していくとか、それに対してやっぱり、日中に高

齢者しか参加できないような時間帯っていうのは、ある意味、一部の方だ

けのために公民館があるわけではないので、それはやっぱり、もうちょっ

と精選していくとか、もしくは予算かけない形で実施していくとか、そう

いう講座の予算の枠組みがあって、それを消化するためにやるんじゃなく

て、やっぱり、公民館の役割を考えた形で分類して予算要求していくと。

財政当局の予算の考え方がついてこないというふうなことなのかもしれ

ないですけども、やっぱり、それは財政当局の考え方の古さというか、問

題なので、やっぱり、そっちにしっかり説得していけるような組み方をし

て提案していくっていうことが必要になるんじゃないですかね。 

大 橋 委 員 長       そうですね、説得力だと思うんですね。だから、今お話ししたようなこ

とをここで議論して、今後はこういうことが重要ではないか、来年はこう

いうのをやったらいいかということに持っていけたらいいと思うんです

ね。この基本方針は、その年だけのものというのは全く考慮してなくて、

長年通用するということで作ってあります。当然、各年度ごとに、やはり、

時代背景とかは違ってきますので、それは柔軟に対処していったら良いと

思います。 

神 島 委 員       そうですよ、基本方針ですからね。みんなが考えてつくったものですか

ら、ちょっとおかしいところは直してもいいと思いますし、それに今の、

例えば、いわゆる成人学級にしても、ありましたけど、婦人学級とか。や

っぱり、名称はこだわらないでいいと思うんですよね。いわゆる便宜上、

こういうような形で歩いていると思うんですが、みんなが参加できるとい

うことが一番大事なので、「あなたの、私の公民館」っていうようなキャ

ッチフレーズみたいなのがあって、みんなで楽しく利用できる場を広げる

ように役所側も私たち側も考えて、これからは新しい方向性を見出してい

くっていうところに観点を置いたら、先生、いかがでしょうかね。それで

ないと、いつまでたっても、あれこれしていても。結局、従来はそういう

形であったけど、多分、予算もそこではとれないってこともないと思うの

で、いろんなものの考え方で、環境についてとか健康問題、今、ほんとに

食事がおろそかになっていますから、食事と健康とかっていうことも、何

かテーマを、今年度は特に健康についてやってみようとか、そういうので

も予算化は十分、役所のほうはとっていただけると思いますので、ひとつ

委員長さん、お考えいただいて、よろしくお願いします。 

大 橋 委 員 長       それから、館長、公民館の予算について、次回、こういうふうになって

いますよと説明していただけますか。公民館予算が幾らある、どういうと
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ころへ使っているとか、事業費が幾らとか、まず、それを知っていただく

と。できれば来年度の話をちょっとしていただければ一番いいんですけど

も、とりあえず、公民館予算がどうなっているかということをちょっとお

話して下さい今日は、急に言われても何でしょうから、次回、データとを

示していただいて、内訳みたいなものもわかれば、皆さんも議論しやすく

なると思うんです。 

大 関 館 長 わかりました。神島委員が言うように、名称にこだわらなくてもいいの

ではという、もちろん、公民館サイドとしましても、時代に沿ったいろん

な講座をやって、ただ、それをどこに当てはめるかっていうことでやって

いるだけなんです。趣旨はどういうことなのか、成人学校という言葉が古

いので変えたほうがいいということなんでしょうか。それとも。 

大 橋 委 員 長       だから、私が言うのは、枠を決めておくんじゃなくて、もうちょっと自

由にね。 

大 関 館 長 枠は、何々事業、何々事業ということで一応要求はするんですよ。それ

を取っ払って、１つで、公民館で幾らくださいという。 

大 橋 委 員 長       そういう意味の話じゃなくて、例えば名前を変えて。 

大 関 館 長 毎年毎年、予算取りをするのに、事業名がころころ変わると、財政のほ

うでも混乱するわけです。ある程度、枠組みっていうのは必要なのかなと

いうふうに思っているんです。 

佐々木副委員長 それはやっぱり、ちょっとおかしいと思いますね。予算が取りにくいか

らとか、そういう発想をしたら結局、多分、大変だと思うんですよね。財

政当局、一たん、前例踏襲だと認められやすいというの、それはわかりま

すよ。で、確実に予算確保できるんだと。だから何とかというような気持

ちはわかりますけども、そこを何とか、やっぱりもうちょっとひと工夫し

て、せめて、とりあえず名称だけでも変えてみるとかね、  なら。 

大 関 館 長 名称を変えて、だから、事業を幾つかにこうして、その中で、もちろん

時代に沿った、今の環境問題だとか、そういったものをどこかに入れるっ

ていう。 

大 橋 委 員 長       だから、むしろ、事業名を目的別の事業体系にしてもいいですね。さっ 

き言った子育て支援事業を予算化して、その中で、それ向けの講座とか何 

かをするとか。成人学校って、ほんと何のことかわからないんですよね。 

だから、むしろ、そういうふうに変えてみるのもいいかと思うんですよ。 

来年度はちょっと難しいかと思うんですけども、その次の年度あたりから 

ちょっと考えていく、方向性ですかね、皆さんで、もちろん職員の方も含 

めて考えていただければいいなと思います。 

山 田 委 員 ちょっともとに戻るんですが、少なくとも呼び方自体が、学校とか、大

学と、学級とか、そこの境目もあいまいで、どうやって分けているのかと

いうのが感想です。成人とか、青年とか、老人とかという区分もなくして、

例えばの話、市民講座とか、市民学校とか、講座というのは講師が話すも

のですよね。学校ってみんな学ぶ感じに受け取るんで、そういう講座とか、

学校とか、シンポジウムとか、そういう形態で、さみしかったら、頭に何

か市民講座とか、市民学校とか、市民シンポジウムとか、そういう感じは
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どうかなと思うんですけど。少なくとも今、学級とか、大学とか、そこら

辺の境目があいまいで、どうやって分けているのかなというのが。 

大 橋 委 員 長       市民からしたら、わからないということがあると思いますね。 

山 田 委 員 あと、年代別も取っ払っちゃって、市民学校にするとかね。 

大 橋 委 員 長       だから、何とか事業という形で、健康促進事業とか、何か、そんなこと

じゃないかもしれない。もう１回全部精査して、目的別でどういうのにく

くりができるのかということも考えてみたらいいかなと思うんですね。そ

うすると、公民館が、あっ、こういうのを目指しているんだなというのが

わかりやすいと思うんですよね。 

 神田委員、いかがですか。 

神 田 委 員       私は今まで公民館というのはほとんど個人としてもかかわったことは

あまりなかったので、勉強しながらと思っているんですけども、今、若い

世代が、なかなかこういうところを利用するということはできないので、

中学生だったら、夜の講座なんか、今、多少は出てくる可能性があるのか

もしれませんけども、もう少し大きくなって、高校生、大学生がもっと喜

んで来られるような雰囲気の公民館であればいいななんていうふうに思

っているんですけれども。 

小 島 委 員       あれがないですよね、トワイライトゾーンの企画が。トワイライトゾー

ンの企画って、意外と若者が一番出やすい時間帯ではないかなと。 

大 橋 委 員 長       何時から何時ぐらいになるんですか。 

小 島 委 員       夕方ですよね、トワイライトですので。 

大 橋 委 員 長       ５時から７時ぐらいということなんですか。 

小 島 委 員       そうですね。 

大 橋 委 員 長       そうですね、夜なら、いけてますよ、確かに発想がね。 

小 島 委 員       柔軟に、いろんな新しい発想を持ってきていいと思うし、それを、ぜひ

佐々木さんがおっしゃっているように、財政当局に説得していくというこ

とを惜しまないでいくのがいいんじゃないかと。 

佐々木副委員長 ただ、議事録になるので、多分、言いたいことも言えないこともあると

思うんですよね。正直なところ、相当な苦労があるんですよということを

多分おっしゃりたいんだとは思うんですよ。でもやっぱり、だけど一歩進

むという、そういう気持ちで何とかという趣旨です。 

神 島 委 員       やはり、役所が得するというのはだめなんですよ。私たちが動かすため

の努力をするためにやっていかないと。役所が何かあるんだろうからとい

っても、ええ、そのとおりですとも言えないし、やはり、私たちが企画実

行委員と役所との間に立って、リーダーシップを発揮しながら、いかにあ

るべきかの架け橋なんですから、あくまでもここは。そういう議論をやっ

て、納得すれば役所も動くし、そこに持っていかないと、なかなか思うよ

うには進まないと思うんです。お互いに努力し合うということでお願いし

たいと思います。 

大 橋 委 員 長       若い世代に向けてというのも、やはり、公民館にとっては非常に重要な

問題だと思いますね。若い世代が公民館になかなか来ないという、この対

策は、やはり将来の公民館を考えたとき、若い人から見捨てられているこ
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とは非常に重要な問題だと思いますよ。 

       熊谷委員はいかがですか、商工会とかいろいろ。 

熊 谷 委 員       公民館は利用年齢層を見ても、幼児連れの若い母親か高齢者の利用率が

高い場所のように感じています。残念ながら若い世代層の利用が見られま

せん。そこで、市内在住の団塊の世代の皆さんは、学識、技術、経験豊か

な知識者が大勢いると聞いております。このような方々を公民館に呼び込

んで、若い人たちへ自分達が歩いてきた貴重な経験を伝承していく場を開

設してはどうか。また、１歳から４歳までの幼児を持つ若い母親層へは育

児の悩みを少しでも解消すると共に、育児の楽しさを勉強してもらう場を

開設していけば公民館全体の利用度を向上できるのではと考えておりま

す。 

大 橋 委 員 長       そうですね。日中、小金井にいない人が非常に多いわけですけど、そう

いう人が今、続々と地域に帰ってきています。そういう人たちはいろいろ

な経験を積んでいます。ぜひ、公民館でもそれをうまく活用する。当事者

にとっても生きがいになりますので、それをいかに公民館事業で生かすか

ということですね重要な課題だと思います。 

本日は、時間がなくなってきました。この続きを次回も引き続いてやっ

て行きます。いろいろ課題がございますので、私もまだ、ほとんどわかっ

ておりませんという段階ですので。 

 そのほか、１つは公運審の懇親会をやりたいと思うんですけども、毎期、

期が変わったごとにやっているんですけども、今年はうっかりして、前回、

声をかけなかったんですよ。ですから、次回の審議会の際でもいいと思う

んですけど、いかがでしょうかね。それで、もちろん職員も入っていただ

いて。 

（神島委員 退席） 

小 島 委 員       次回というと１１月ですか。 

大 橋 委 員 長       次回は１１月の２７日ですね。それで１時から３時までとなっています

ので、間がちょっとあいてしまうので、皆様、職場とか自宅に１回お帰り

になると思いますけども、またもう１回出かけてくることになりますけ

ど、同じ日のほうがわかりやすくていいかなと思ったんですが、いかがで

すか。午後とか、まあ、昼間でもいいんですけど、夜のほうが。 

小 島 委 員       先生があれなんですよね、授業か何か。 

佐々木副委員長 私は予定が入っております。 

大 橋 委 員 長       夜も授業があるんですか。 

佐々木副委員長 私の日程で調整していただくとどんどん日程が合わなくなるので、やっ

ていただいて結構です。 

大 橋 委 員 長       また、時間とかね。 

佐々木副委員長 ええ、また。 

大 橋 委 員 長       よろしいですかね、同じ日のほうが、私も金曜日は最優先にあけておく

からあいているんですけどね。では、１１月２７日の金曜日の夜、懇親会

をやりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 そのほか、連絡事項は。写真がありますね、写真を撮るとか。 
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 それについて説明をお願いします。 

渡辺事業係長 お願いできればと思いまして。月刊こうみんかんの１月号に皆さんの集

合写真を入れさせていただいて、委員長から一言コメントをいただいて、

おめでとうございますというような形のものはどうかという、編集会議で

そういう話が出ておりますので、よろしくお願いします。突然だと、前も

って言っていただけたらというのがあるかもしれませんので。 

大 橋 委 員 長       ふだん着でいいと思いますけど。 

小 島 委 員       ふだん着でいいですよね。 

大 橋 委 員 長       じゃあ、次回、終わってからですかね、集合写真を撮るということで。 

 そのほか、何か連絡事項ございますか。 

山﨑庶務係長 本日、欠席されています道城委員のほうから伝言を承っております。都

公連の委員部会の運営委員会、神島委員にお引き受けいただいたんですけ

れども、ご都合が悪いということでお断りがあり、委員長からの依頼で道

城さんがとりあえず１０月はお引き受けくださったんですけれども、その

後毎月というのがちょっと難しいらしいので、皆さんにお声をかけて、ご

協力をいただきたいとのことでございます。 

大 橋 委 員 長       １０月２８日は。 

山﨑庶務係長 道城さんが参加してくださいます。１１月以降はお引き受けしかねる場

合があるとのことでしたので、委員部会の運営委員会の事務局のほうにお

問い合わせしたところ、本来、継続的に１年続けて同じ方にお願いしたい

ところなんですけれども、委員会の方達のご都合で、毎回異なる委員の参

加となってもやむを得ないですというお話でしたので、一応、お名前を１

人で登録させていただいて、ご都合のつく委員にご参加いただく形にし

て、特定の委員だけの負担が重くなる形は避けられるのではと思うのです

が。 

大 橋 委 員 長       道城さんの名前で登録するということで。 

山﨑庶務係長 それについては、まだ道城さんにご了解いただいてないんですけども、

道城さんが、１０月はとりあえずお引き受けしたけれども、継続してとい

うのは難しいので、皆さんにご相談したいということです。 

大 橋 委 員 長       皆さん忙しいので大変なんですけど、藤井さんはいかがですかね。 

藤 井 委 員       水曜日はだめです。 

大 橋 委 員 長       私もだめなんだ。山田委員はいかがですか、水曜日。それから、どうし

ても都合悪いときは、かわりという。 

山 田 委 員       毎月はどうかわからないです。ピンチヒッターでよければ都合がつけば

行きます。 

大 橋 委 員 長       毎回、毎回、このたびにこの次はどうするかというのも結構大変ですか

らね。 

山﨑庶務係長 １２月は例年は無いとのことです。あと、１１月と１月、２月、３月な

んですけれども。できれば研修会も一緒に出られる方が望ましいのです

が。 

大 橋 委 員 長       あとは１月ですか、１月と２月と３月。いかがですか。 

山 田 委 員 ちょっと年度末は厳しいかもわからない。 
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大 橋 委 員 長       １月、２月とか。それで、あとまた、道城さんに行ってもらうとか。な

かなか決まらないです。とりあえず１０月は道城さんに行っていただい

て。 

山 田 委 員 一応、神島さんに決まって、そのピンチヒッターで道城さんなんですよ、

今の状態は。 

大 橋 委 員 長       違いますよね、神島さんは、もうできないという。 

山 田 委 員 もうできないということなのですか。 

山﨑庶務係長 神島さんが１０月はご都合が悪く、その後も難しそうなのでとお断りを

されて、委員長からの依頼で、道城さんはとりあえず１０月の委員部会は

都合つけてくださったのですが、毎月は難しいとのことでした。１１月は、

神島さんがご出席くださるというお返事でしたので、１月、２月、３月も

ご都合をつけていただける方にはご協力をお願いしたいとのことです。次

回にでもよろしくお願いいたします。 

大 橋 委 員 長       当人が両方ともいないんですからね。 

 ほかにございませんか。 

 ちょうど時間になりましたので、本日の審議会を終わらせていただきま

す。どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


